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自慢できること・誇りに思うこと 課題・問題点

１ ①■ グループ■　誰もが安心して暮らせるまちづくり　　　≪   長岡京市が抱える問題と解決に向けての課題 ≫

★市民の顔が互いに見える規模

●近所づきあいがなかなか
　 できない地域がある

市民と市役所も
（互いの顔が見える は

）！ず  

（ ）人 ひと 

、 ○大きすぎないので 市全体を
　　見渡すことができる

、 ○広報紙等を通じて 市民から
　　市役所の活動が見える
（ ）　　 市政の情報が取りやすい 

、○自然が近い 四季が感じられる
（ ）○交通 鉄道 の利便性が高い
、○医療 買い物の面でも便利

★市民活動が盛んな風土 ★活発な自治活動

 ○子育て支援
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ　　・              
 ○地球環境保全
ﾏｲﾊﾞｯｸﾞ 、ﾘｻｲｸﾙ　　・       運動      

、 ○自然の保全 緑化
、 ｻﾎﾟｰﾀｰ　　・竹藪伐採 公園      

【 】  事例 
　　滝ノ町自治会の新聞発行
「 」　　　 滝ノ町だより 

（ ）街 まち 
★自然環境・生活利便性 ★充実した公共施設・サービス

○図書館が充実
（ ）　　 周辺自治体にはないところもある 
○子育て支援センターは充実
（ ！）　　 できれば全保育所に展開して  
、●一方 課題も多い

●これからの高齢化社会に
、　 向けて 高齢者用の施設

？　 が不足しているのでは 

●健全な高齢者が増えるよう
？　 な施策が必要では 

（ ）　　 これからは予防を重視 

●高齢化社会が進むと若い
世代への負担が増えるの

（ ）ではないか 保険の限界 

高齢化社会

、●市民団体の役割が増し 
　 自律的な活動が重要に

●既に体が弱っている人は
　 地域に助けてほしいとは
　 言いにくい

市役所の問題 地域の問題
●職員によって福祉に対す
る温度差があるように思え
る

●職員と当事者のギャップ・
、本当に必要なものが無く 

無くても良いものがある

、●窓口が分散化 たらい回し

●地域や団体が自立してい
？　 く必要があるのでは 

！●公共施設は両刃の剣 
、　 サービスは向上するが 

　 財政を圧迫する

●多世代交流がなかなか
　 できない

●公園や集会所などが十
分には活用されていない

安心・快適なまちづくりのために
●急傾斜地や水害危険地域　
　 が多くある

●休日・夜間の医療体制
（ ） 、　　 例 病院は日によって 
　　　　　小児科が対応でき
　　　　　ないことがある

、●道路 公共施設のバリア
　 フリーが不十分

●防災訓練の参加率が低い

、●医療体制の問題と 情報
　 提供不足の問題がある

ＫＥＹＷＯＲＤ：「 （ ） 」これからの姿　・・・　         地域における多世代 新旧 の交流 

① （ ） ！ 　乳児から高齢者 障害者も まで顔を知っている地域を 

！！ ！・ そのために集える場を  　　　　　　・ 多彩な市民活動を交流のきっかけに ！・　行政　地域　個人　の役割分担を考えよう 

、 、●緑 河川 おいしい水の保全

、 、多彩な活動が 地域交流 
！多世代交流につながる 

まちに対して
「 」 ！ こだわり を持てる 

掘り起こされた
『 』 ニーズ 

活かすべき
『 』 力 

② ！（ ） 　行政におんぶでだっこではあかん  みんなうすうす気づいてる 

！●心のバリアフリーもある 
（ 、 障害者は 健常者から
「 」 してあげる という感覚で

）対応されるのがつらい 

●元気なうちから地域活動に
　 参加することが大切なの

？　 ではないか 

●交流の場が少ない
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いざという時の
安心のしくみ

＋同世代 世代間
の交流のしくみ

地域で皆を
支えるしくみ

ハードとソフトの
バリアフリーの
しくみ

テーマ （ ）方向性 キャッチフレーズ 施策アイデア

「 」 安心ネット としての
自治会機能の確立

１ ②■ グループ■　誰もが安心して暮らせるまちづくり　　　≪   まちづくりの方向性と施策のアイデア ≫

地域における
「 」 見守り の
しくみづくり

最低限必要なしくみ
の早急な整備

■自治会組成のメリットの再認識
、 、○日常 緊急時 災害時における自治会組織において

、 →自治会が果たす機能 役割を整理　 　市民に周知

■市内全域・全戸の自治会加入に向けて

○先進自治会の取り組み紹介

○自治会未組成地域・非活動地域での組成支援
、○マンション アパート居住者の自治会活動への誘引

○若年夫婦層が入りやすい雰囲気をつくる
→ 「 」 、　　 　 ふれあい 　行事 パンフレットの作成・工夫

「 」「 」■ してほしい人 ・ してあげたい人 のマッチング
○ファミリーサポートセンターの充実

→○ボランティア登録制度の創設　　 　子育て以外の分野にも浸透
（ ）○地域通貨 エコ・マネー等 の導入

■情報提供・相談のしくみの整備
○校区単位での子育て相談員の設置
（ ）　　 現在の民生委員等はうまく機能していない 

（ ）○ホームページの充実 必要な情報を全て集約 

■医療体制の充実
６ （ ）○ 歳未満の乳幼児医療 通院 への補助

（ 、 、 ）○休日・夜間診療の体制の構築 小児科 歯科 等 
→　　 　ホームページ等による情報の集約・発信も

「 」これまで まちづくり や
「 」 福祉 に参加できなか
った世代の巻き込み

、

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て 

顔
の
見
え
る
地
域
を
つ
く
る

（ ）■緊急時 災害等 の体制づくり
○自主防災組織の組成
○全戸連絡網の整備

！★実現のためには自治会組織の活性化が必須 

６０ 、○  歳代の元気な高齢者や若者夫婦層 等の交流組織をつくる
、 、○小学校の空き教室 公園 自治会館等の既存施設を活用・活性

化による交流スペースの整備

■交流の場を整える
（ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ ）○子育て支援               等 への高齢者の参加の促進

○老人会と子供会の連携
○子供も高齢者も参加する地域行事の開催

■世代間交流の促進

安心して歩けるまちづくり ○歩行者と自動車の分離
、 （３ ！）○歩道の拡幅 段差解消  cmの段差がバリアに  

（ ）○不法駐車・駐輪の解消 モラルの問題も 

■誰もが歩きやすい道づくり
○コミュニティバスによる市内全域のバス網整備
■公共交通機関の整備

【 】 共通課題 

行政・地域・個
人の役割分担
の自覚が必要

、■あらゆる層の顔がみえるように 
　　各層をさえぎるバリアーを取り除く

！★つなぐしくみをつくる 
心のバリアフリー

本当に必要
としている
市民が活用

！できるものを 

独身
ＤＩＮＫＳ

子育て層

現役
従業層 リタイヤ層

シニア

障害者

子供

要介護層

超高齢化社会に
対応できるしくみづくり

■高齢者の健康づくり支援
。○介護や医療の負担を軽減するためにも健康づくりに注力する 

。○体力測定や健康プログラムの実施 
、 。○既存施設を活用した 健康づくり施設の整備 

■小規模・多機能型の高齢者福祉・介護施設を整備
。○中学校区ごとの整備が望ましい 

→ 、　　 　コストが課題 既存施設の転用等の検討が必要
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１ ③ ５■ グループ■　誰もが安心して暮らせるまちづくり　　　≪   これからの 年間に進めたい事業と市・地域・市民の役割 ≫

●体力測定や健康プログラムの実施
、 、 ・高齢者向けの体力測定や 健康プログラムを実施し 
。　運動についてのアドバイスを行う 

高齢者の健康づくり支援

①重点プロジェクト 

： 、 、狙い 超高齢化社会に向け 介護・医療費の増加を抑えるため 
、 、　　　　元気な高齢者が いつまでも元気でいられるように 

。　　　　高齢者の健康づくりを支援する 

、●既存施設を活用した 健康づくり施設の整備
、 ・空き教室や自治会館等の既存施設に運動器具を設置し 

。　各地域に健康づくり施設を整備する 
。 ・公園や遊歩道なども活用する 

「 」（ ） 安心ネット  防災組織 の構築推進

②重点プロジェクト 

： 。課題 できるだけコストをかけずに実現することが求められる 
、 、　　　　例えば 既存施設の転用があるが 転用に当たっては

。　　　　地域が共通の思い・意志をもたなければならない 

●自治会機能の再評価
。 ・自主防災組織や災害時の連絡網を整備する 

。 ・自治会の果たす役割を広報する 

： （ ） 、 、狙い 従来からある自治会を防災や福祉 互助 等 現在 
　　　　求められている安心なまちづくりに必須のしくみであると

、 。　　　　位置づけ 自治会の活用や活性化を図る 

●自治会機能の活性化
 ・自治会に入りにくい人を誘引する
（ ）　　 きっかけづくり 
 ・自治会の閉鎖性の脱却
（ ）　　 自治会館のさらなる開放を図る等 

（ ）世代間マッチング 交流 の実施

： 、狙い 住民のお互いの顔が見える地域をつくるため これまで
、　　　　交流の少なかった世代間において 人と人のマッチング

。　　　　を図る 

、●相談やニーズに応じて 交流をコーディネートできる
、 。　　ひと 場所を整備する 

ＮＰＯ、 、 、 ・市内で活動する    サークル ボランティア組織 自治会
。　　などの相互連携を促進するしくみづくり 

（ ） ・公園のアドプト・プログラム 公園の管理を地域に委ねる 等も
。　　交流の場所づくりに活用できる 

③重点プロジェクト 

その他の重点プロジェクト

安心して子を産み育てることのできる環境づくり

インフラとしての交通バリアフリー

●悩みを気軽に相談できアドバイスをもらえるしくみ
 ・子育て相談員の配置等

、●歩きやすい道 施設づくり

●子育て支援の情報を多様な手段で発信する
、 ・広報誌だけでなく 乳幼児健診や子育てサークルの場で

（ ）　　紙面 情報紙 を配布する等

●駐車・駐輪対策

重点プロジェクト実施にあたっての前提条件

！市民と行政の役割分担の再編を 

、※　コスト削減 ノウハウ活用

（ ） ！行政が公共 的 事業の全てを実施する時代は終わった 、一方 セーフティ・ネットとしての医療・福祉施設の需要は増加

ＮＰＯ   や民間企業の方が効果的にやれるものも多い 適切な連携のしくみが必要

（ ）・　行政は調整役 おぜんだて を担う
・　連携をするためにも市職員のレベルアップが必要
（ 、 ）　　 より現場を熟知し 最適な組み合わせを検討する能力 

施設転用による市民需要の充足も考えていくべき

（ ）、市民 個人・団体  行政がそれぞれ
の役割を自覚することが大前提

「 」地域の ふれあい からスタート

【 】 ⇒ 例 　利用度が下がってきた施設　 　高齢者福祉施設 、 ＮＰＯ新設施設の運営は できるだけ民間や   にまかせる

受益者負担のしくみについての十分な説明と理解が必要
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